
 

～ワクワク wellness ～ 

お掃除処 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 今年は、縮小の形でしたが、秋晴れの中、火渡り

祭無事、執り行う事ができました。東京目黒講か

らは、村瀬さん、西村さんに代表として参

列して頂き、皆様のお札をしっかり胸に抱き、渡

って頂きました。ありがとうございます m(__)m 

 

 

 

 

 

 

 

 八海山ではこの火渡り祭の前に、神殿の中までき

れいに大掃除して大祭を迎えます。私も八海山とご

縁をいただいてから、毎年９月あたりから部屋をか

たづけ整えてから、八海山へ向かうという流れが、

できています。 

 そして今年は、断捨離のやましたひでこさんに智

慧をいただきとりわけ念入りにやっております。

（大祭まで終わらず現在進行形です(^-^;） 

 多くのやました語録にぐぐっと心をわしづかみ

にされたのですが、その中の一つ【隙間収納は

満員電車】のお話しをさせて下さい。 

 隙間収納を上手に使うということは、空間・間を

ふさいでしまう事です。物と物との間がない(間抜

け)。ぴったりくっついている。正に満員電車状態。

それを考えると、くっついているけど関係性は全く

ない。むしろ体を固くして、意識で隣との壁を厚く

している。孤立している状態。閉ざしている状態。 

 合氣道の稽古でも、相手との間合いというのをと

ても重要視します。会社のデスク。隣との適度な間

が空いているから、仕事に集中できます。もし肩が

触れるほど、上司との間がなかったら。。。 

 間がない事で失う物はとてもありますが、得るも

のは、何でしょうか？ 

空間を空間として置いておく。ということはとても

大切な事。隙間を見付けて物で埋めるというのは、何

もない空間・何もない時間を埋めたがるという心を映

しているのではないでしょうか？ 

適度な空間があるからこそ、独立しながら繋がって

いる。間がないと、くっついているけど孤立している。

人と人とだとわかりやすいですが、物と物でも同じで

す。博物館や展示場を思い浮かべていただくとわかり

やすいです。物と物の間が保たれています。それら全

体で美しさがあり、一つ一つが生き生きしていますね。 

 

 

 

 

 

 

目指すはこれです！スッキリ 整っているのはあた

りまえ。うっとりするところまで磨き上げる。自分に

ふさわしい一軍だけを厳選して、それを大切に使う。

自分を取り巻く物たちに魂を吹き込む。そんな部屋で

時間を過ごすのと、隙間もびっちり収納され、時にア

レ、こんなのあったっけ？なんてこともしばしば、な

部屋で過ごすのとでは、気持ちのありようが全然違い

ますね（物たちにも失礼な事していたと反省しました） 

間を埋めた時に(人・物) 

失う物：ゆとり 信頼感 自由 解放感 会話 

得る物：イライラ 警戒心 不自由 無関心 消耗 

 

無関心そのものなので、その存在すら忘れている。隙

間の有効活用として埋めてしまったとき(満員電車を

想像し)、失う物の大きさに愕然としました。 

日本の伝統芸能は【間】を抜きにしては成り立ちま

せん。能・日本画・古武道・華道・日本庭園。そして、

時間・空間・人間にも【間】が使われています。 

家というのは、その住人の波動そのものです。年末

に向けてお掃除も氣になり始める時期ですが、ちょぴ

りそんな事も頭の角に置いてお部屋を見渡してみるの

も新しい年に向けていいかもですョ♪ 
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【今月の付箋】 断捨離 Q&A【今】に集中する 
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【お知らせ】 自転車の空気入れあります！ご入用の際にはお声がけくださいませ♪ 

*11月 03日（火）は 山行の為、臨時休業とさせて頂きます 

*11 月 17 日(火)は 筆書画幸座の為、臨時休業とさせて頂きます 

*11月 27日 15時～28日（金土）は 当院護摩祈祷の為、臨時休業とさせて頂きます 

 

魂の浄化である護摩祈祷に、ご家族、ご友人お誘いあわせの上ご参加ください。(zoom 配信あり) 

（会員でない方もぜひ！但し神事の為、喪中の方は丌可.） 

一般住宅の至近距離で護摩祈祷を、教問わず一般の方が体験できるのは、とても貴重な体験です!! 

毎月 27･28 日に当院にてお護摩のご祈祷をいたします。当院で執行する神道の護摩祈祷は、護摩木を燃

え盛る炎の中にご自身でくべていただきます。護摩壇の上には薄い紙。切り下げを吊るして行います。大厄

を消除し家内安全、商売繁昌、健康長寿、世界平和など、私たちの諸願成就をお祈りするものです。ぜひお

護摩の音と香と熱氣をご自身で体感できる、参加型のお護摩のご祈祷を体験なさってください 

*～～～～～*～～～～～*～～～～～*～～～～～*～～～～～*～～～～～*～～～～～*～～～～～*～～～ 

 

経済産業省より 

登録番号 01000829 号 

厚生労働省より 

発医政 0321 第 4 号 

それぞれより承認いただき

ました 

 

今、日々、ちゃんと食べられて、ちゃんと眠れる住まい

があるにも関わらず、将来を思うと、困窮するのではな

いかと、今、不安になる。 

今、信頼できる人との関係が構築できていても、年をと

ると、孤独の内に追いやられるのではないかと、今、不

安になる。 

これが私たちの誰もが持つ、意識の習い性、思考の癖

なのです。そう、「今」に集中するのは、もともと、難

儀な課題。だから、断捨離は、「今」の「私」が、必要

とする「モノ」ふさわしい「モノ」心地よい「モノ」そ

れらを、目の前にして、それらに、焦点を当てて、それ

らを、選び抜くことによって、未来と過去へと、いとも

簡単に彷徨ってしまう意識を、現在に戻していくことを

重ねていくのです。つまり、断捨離の(②     )が、

「今に集中」することに他ならないのですね。 

「今に集中」するための、練習･稽古･訓練･修練･鍛錬･

修養。それが、断捨離なんですね。もっちさんの練習は、

始まったばかりです。 

 

① 健康不安･経済不安･人間関係  ②行為そのもの 

 

40代後半にリウマチを煩い、今年 3月にはリウマチ

性多発筋痛症を併発し、一時は階段を登るのも寝返り

するのも辛くて…この痛みが続くなら死んだ方が楽か

と思ったほどです。良い先生に出会い、今は強めの薬

を使いながらですが、動ける自分に小躍り状態です。 

痛みが出たらまた動けなくなるという恐怖もあり、

もっともっと今のうちに頑張らなくちゃという気持ち

が強くなってきました。未来不安より「今」に集中す

るにはどうすれば良いのでしょうか？  

【もっち・50代・保育士】 

 

そうですね、私たちにとって、未来不安はつきもの。

なぜなら、不安とは、未来を思いやると同時に浮かん

でくるものだからですね。まして、今現在、体調不良

の状態であればなおのことでしょう。もっちさんに限

らず、私たちの不安はこの三つに集約されます。 

（①    ・    ・    ）。 

今、身体の痛みが治まっていても、過去に経験した痛

みを思い返しては、また、あの痛みが襲ってくるので

はないかと、今、不安になる。 

 

 

1. ①ジャガイモを蒸かして潰す 

2. ②玉ねぎスライスを塩もみし

て辛味を抜く 

3. ③しば漬けを小さく切る 

4. ④①②③をマヨネーズで合え

る         以上 

5.  

家のみともごはん【大人のポテトサラダ】 

 

 


